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２００３年９月に発生しました、

十勝沖地震よる北海道苫小牧市

での浮き屋根式タンク全面火災

を踏まえ、新たな防災資機材とし

て「大容量泡放射システム」を広

域共同防災組織に導入しました

のでお知らせいたします。 

これは、全国を 12 地区に分け、

第 2 地区の東北地方は、仙台製油

所、秋田国家石油備蓄基地、東北

電力秋田火力発電所、むつ小川原国家石油備蓄基地、東北電力八戸火力発電所

の５事業所で構成する広域共同防災を組織し、タンク火災に備えます。最大の

タンクを有する秋田国家石油備蓄基地タンク直径により、＊１最大放水能力；

６万Ｌ／分、放水距離；130 m 以上の大容量の泡放射システムを秋田国家石

油備蓄基地に配備いたしました。

万が一の場合は、秋田より８時

間以内で輸送し、既存の消防車

９台と連携して消火に当ります。 

＊１一般の化学消防車放水能力  

2,000～3,000L/分程度、放水距離 50m 

 

 

 

２００６年４月、環境省から

光化学オキシダントの原因の 1

つである揮発性の有機化合物排

出量を、2010 年度までに、

2000 年度対比 30％削減の目

標が示されました。 

仙台製油所では、対象となる

タンク設備については、既に対

策を実施済みですが、更に自主

的な取り組みとして、タンクローリーやタンク車に積み込む際に発生する、ガ

ソリンの気化したガスを回収する装置、「陸上出荷炭化水素べーパー回収装置」

を建設し、本年１月より稼動を開始いたしました。 

この装置の稼動により、ガソリンをタンクローリーやタンク車に積み込む際

に発生する、揮発性有機化合物

の排出量が大幅に削減され、

2000 年度対比で 50％削減が

可能となる見込みです。 

仙台製油所では、これからも

環境に配慮した製油所運営をし

てまいりますので、ご理解の程

よろしくお願いいたします。 
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原油タンクに向けた放射実験風景 
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設備概要

25%濃度の炭化水素ベーパー

（ローリーの容量分）
ベーパー
回収装置

低濃度ベーパー
2.5%以下（保証値）

1.25%以下（期待値）

ガソリン

ENEOS

 

  

大容量泡放射砲放射実験風景 
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陸上出荷炭化水素べーパー回収装置


